
 

   

（別紙２） 

スタートの指導での留意点 

 

 
水泳プールの事故には、スタート時に、逆さまに深く入水し、水底に頭部を打ちつけて死亡等の事故

が起きています。スタートの指導は個人の能力に応じた段階的な取扱いを重視し、指導者の指示に従っ

て実施すること、水深や水底の安全を確かめ入水角度に注意することなど、安全に配慮した指導が大切

です。 
 なお、小・中学校では、水中からのスタートのみを指導し、授業での跳び込みによるスタート指導は

行いません。 
 学習指導要領解説では、スタートの指導について次のように明記しています。 

小学校 水中からのスタートを指導するものとする。 
中学校 泳法との関連において水中からのスタート及びターンを取り上げること。 

高等学校 スタートの指導については、段階的な指導を行うとともに安全を十分に確保すること。 
 

 

「学校体育実技指導資料 第４集 水泳の指導の手引き（三訂版）」（平成２６年３月文部科学省）抜粋 
 
【昨年度の事故の例】 

発生月 都道府県 校種 事故の状況 

７月 東京都 高等学校 

教員がスタート位置から１ｍ離れたプールサイドで、足元から高

さ約１ｍの水面上にデッキブラシの柄を水面に平行に掲げ、生徒

に柄を越えて飛び込むよう指示。生徒は指示通り飛び込み、プー

ルの底に頭部を強打した。救急搬送され、頚椎骨折、頸髄損傷と

診断された。 

７月 鳥取県 小学校 

郡民体育大会及び中部小学校体育連盟主催の水泳大会に出場予

定候補選手を対象とした放課後の水泳練習において、飛び込み練

習を行った際、水面にフラフープを浮かべ目標を定め実施した。

その状況の中、児童がフラフープをめがけ飛び込み、プールの底

に頭頂部をぶつけた。その後、頚椎捻挫と診断され、数か月通院。 
 
 


